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１２／１５平成１７年

（７１減）７８,４１３人　口
（４０減）３９,１５４　　男
（３１減）３９,２５９　　女
（４４減）３８,０２９世帯数

１２月１日現在　推計（前月比）
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広
報
こ
ま
え
を

ご
覧
の
皆
さ
ん
こ

ん
に
ち
は
。

　

狛
江
市
成
人
式

企
画
実
行
委
員
長

の
川
合
輝
幸
で
す
。

　

私
た
ち
成
人
式
企
画
実
行
委
員
会
は
７
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。　

歳
を
迎
え
る
一
生
に
一
度
の

２０

成
人
式
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
少
な
い
人
数
で

す
が
日
々
会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
な
か
な
か
意
見
も
出
ず
、「
本
当
に
成
人

式
は
成
功
す
る
の
か
」
と
行
き
詰
ま
っ
た
時
も
あ

り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
ま
と
ま
り
も
出
て
き
て
、

良
い
案
や
意
見
が
た
く
さ
ん
交
換
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
話
し
合
い
の
中
で
、
今
回
の
成
人

式
の
テ
ー
マ
は
「
狛
江
と
の
つ
な
が
り
〜p

ric
e
l-

e
s
s

〜
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
当
の
意
味
で
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
と
な
る
こ

の
時
に
、
も
う
一
度
狛
江
と
の
つ
な
が
り
を
考
え

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
テ
ー
マ
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

成
人
式
当
日
に
行
わ
れ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

賞
品
も
「
つ
な
が
り
」
を
意
識
し
た
も
の
で
す
。

参
加
す
る
皆
さ
ん
を
退
屈
さ
せ
ず
に
満
足
さ
せ
る

よ
う
な
内
容
で
す
。

　

最
後
に
成
人
式
企
画
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
回
の
成
人
式
に
参

加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
自

立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」 、
ま
た
、「
狛

江
に
恥
じ
な
い
、
日
本
に
恥
じ
な
い
大
人
に
な
ろ

う
」
と
い
っ
た
自
覚
が
芽
生
え
て
欲
し
い
、
ま
た

そ
う
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
私
た
ち
も
嬉
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
は
「
狛
江
と
の
つ
な
が

り
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
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▽
交
通
安
全
は
止
ま
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

▽
夕
暮
れ
時
に
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。

▽
外
出
時
は
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材
を
身
に

付
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
ょ
う
。
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�
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�
�
	


�

▽
信
号
を
守
る
、
横
断
歩
道
を
渡
る
な
ど
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
高
齢
の
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
を
見
か
け
た

ら
、
減
速
・
徐
行
・
一
時
停
止
す
る
な
ど
、「
高
齢

者
へ
の
思
い
や
り
」
を
持
っ
た
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
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�

▽
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
。
急
な
車
線
変
更
は
大

変
危
険
で
す
。

▽
交
差
点
で
は
ほ
か
の
交
通
の
動
き
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
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違
法
駐
車
は
交
通
の
安
全
を

阻
害
し
、
交
通
渋
滞
・
公
害
の

発
生
源
と
な
り
ま
す
。
短
時
間

で
も
必
ず
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー

タ
ー
や
駐
車
場
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
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市
内
で
は
、「
ガ
ラ
ス
破
り
」
に
よ
る
空
き
巣
狙

い
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
居
間
な
ど
侵
入

し
や
す
い
場
所
の
窓
ガ
ラ
ス
を
割
り
、
そ
こ
か
ら

手
を
入
れ
て 「
鍵
を
開
け
て
」
侵
入
し
ま
す
。

〔
�
�
�
�
〕

▽
補
助
錠
を
窓
枠
に
１
箇
所
以
上
取
り
付
け
る
。

▽
市
販
の
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
な
ど
ガ
ラ
ス
を

割
れ
に
く
く
す
る
。
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通
勤
等
で
駅
か
ら
自
転
車
や
徒
歩
で
帰
る
途
中

の
方
、
特
に
女
性
や
高
齢
者
を
狙
い
、
後
方
か
ら

オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
で
近
づ
い
て
、
バ
ッ
グ
を

ひ
っ
た
く
り

ま
す
。

〔
�
�
�
�
〕

▽
ハ
ン
ド

バ
ッ
グ
等
の

所
持
品
は
壁

側
に
持
つ
か
、

胸
に
し
っ
か
り
抱
か
え
る
、
た
す
き
掛
け
に
す
る

な
ど
、
持
ち
方
に
気
を
つ
け
る
。

▽
ひ
っ
た
く
り
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
で
追

い
越
す
時
に
ひ
っ
た
く
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
後
方
か
ら
の
オ
ー
ト
バ
イ
の
音
に
は
、
立
ち

止
ま
っ
て
振
り
返
り
確
認
す
る
な
ど
警
戒
す
る
。

▽
自
転
車
の
か
ご
に
は
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ

ト
（
カ
バ
ー
）
等
を
つ
け
る
。
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広報こまえ　平成１７年（２００５年）１２月１５日　�

�����
�����

����� ５４３２１３１３０２９２８２７
木水火休祝土金木水火

市 役 所

�
�
�
�
�

１２月２９日（木）から１月３日（火）までは、休日診療のみ実施しています。保 健 セ ン タ ーあ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

障害者福祉センター

老 人 福 祉 セ ン タ ー

高齢者在宅サービスセンター

ごみの収集については、下記 （年末年始のごみ情報） 参照ビン・缶リサイクルセンター

料金の収納精算、水道栓の開閉なども休みます。水 道 課

市 立 保 育 園�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

１２月２８日（水）は午後５時から休所します。学 童 保 育 所

和 泉 児 童 館

岩 戸 児 童 セ ン タ ー

中 央 公 民 館
�
�
�
�

�
�
�
�

西 河 原 公 民 館

中 央 図 書 館

地 域 ・ 地 区 セ ン タ ー
３月分の抽選日は１月１０日（火）です。１２月２８日（水）および１月４日（水）
は受付事務はできます（１２月２８日（水）は券売機の利用はできません）。市 民 総 合 体 育 館

�
�
�
�
�
�
�

３月分の抽選日は１月１０日（火）です。西 和 泉 体 育 館

市 民 テ ニ ス コ ー ト
３月分の抽選日は１月１０日（火）です。１２月２９日（木）から１月３日（火）まで
の午前１０時から午後４時までの時間帯は 、 グランドを個人開放します。市 民 グ ラ ン ド

３月分の抽選日は１月１０日（火）です。グランド・ふれあい広場

１月１日（祝）は開園します。む い か ら 民 家 園

����������	
��

〔
診 
療 
日
〕
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

（
当
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕
午
後
７
時
〜
９
時　
３０

分〔
対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お
子

１５

さ
ん

※
事
前
に
電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調
布

小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間
診
察

室
」
�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

年末年始のごみ収集は、ごみカレンダーのとおりです。ごみカレンダーは、ビン・缶リサイクルセンターまたは市民課にあります。
〔植木せん定枝収集の申し込み〕せん定した枝の年内収集の受け付けは１２月２６日（月）までです。２７日（火）・２８日（水）受け付け分は、
平成１８年１月６日（金）の収集となります。
〔問い合わせ〕清掃課

�����
����

　

掲
載
場
所

▽
東
和
泉
一
丁
目　

番
２３

▽
駒
井
町
一
丁
目
７
番

※
両
方
に
申
し
込
む
こ
と
も
可

　

掲
載
期
間

　

平
成　

年
３
月
１
日
か
ら
１
年
間

１８

　

広
告
の
大
き
さ

　

広
告
面
積
は
０
・　

�
以
下
で
ス

３２

ペ
ー
ス
板
内
に
収
ま
る
も
の
（
右
下

図
参
照
）

　

掲
載
料

　

５
万
円
（
年
額
）

　

提
出
書
類

▽
狛
江
市
住
居
表
示
街
区
案
内
図
広

告
掲
載
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

▽
広
告
原
稿
ま
た
は
内
容
が
分
か
る

も
の

　

掲
載
で
き
な
い
広
告

▽
法
令
等
に
違
反
す
る
も
の
ま
た
は

そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

▽
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
ま
た
は

そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

▽
政
治
・
宗
教
・
意
見
広
告
お
よ
び

個
人
宣
伝
に
係
る
も
の

▽
美
観
風
致
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
も
の

▽
公
衆
に
不
快
の
念
ま
た
は
危
害
を

与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

▽
そ
の
他
掲
載
す
る
広
告
と
し
て
適

当
で
な
い
と
市
長
が
認
め
る
も
の

　

掲
載
順
位

�
公
共
的
団
体
お
よ
び
そ
れ
に
類
す

る
者
の
広
告

�
私
企
業
の
う
ち
公
共
的
性
格
の
あ

る
企
業
で
、
市
内
に
事
業
所
等
を
有

す
る
者
の
広
告

�
�
に
掲
げ
る
者
以
外
の
私
企
業
お

よ
び
自
営
業
で
、
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
者
の
広
告

�
そ
の
他
掲
載
す
る
広
告
と
し
て
適

当
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
者
の
広

告
　

注
意
事
項

▽
同
順
位
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

▽
広
告
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
掲
載

料
の
ほ
か
、
東
京
都
屋
外
広
告
物
条

例
に
基
づ
く
都
知
事
の
許
可
申
請
手

続
き
お
よ
び
手
数
料
（
２
１
０
円
）

が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
広
告
の
作
成
・
取
り
付
け
・
撤
去

に
要
す
る
経
費
は
、
広
告
主
の
負
担

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
広
告
内
容
に

関
す
る
一
切
の
責
任
は
、
広
告
主
が

負
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　

市
の
財
源
確
保
お
よ
び
地
元
企
業
等
の
活
性
化
等
を
図
る
た
め
、「
住
居
表

示
街
区
案
内
図
」
へ
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
役
所
で
配
布
し
て
い
る
募
集
案
内
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
ま
で
に
市
民
課
へ
。

１８

１６
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掲
載
イ
メ
ー
ジ
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〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日
・

１８

２３

２５

　

日
・　

日
・　

日
・
平
成　

年
１

２９

３０

３１

１８

月
１
日
・
２
日
・
３
日
・
４
日

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時　
１１

３０

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp://w
w
w
.

h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

駒井町一丁目７番 東和泉一丁目２３番
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�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）１２月１５日

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
８
時　

１２

２５

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
・　

日
�
午

１２

１５

２２

後
８
時
ま
で

〔
会
場
〕
収
納
課

　

な
お
、平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

１７

都
市
計
画
税
（
第
３
期
分
）、
国
民
健

康
保
険
税
（
第
６
期
分
）、
介
護
保
険

料
（
第
６
期
分
）
は
、　

月　

日
�

１２

２６

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　
　

月
５
日
�
に
実
施
し
た
「
狛
江

１０
マ
イ
バ
ッ
グ
ま
つ
り
」
の
中
で
マ
イ

バ
ッ
グ
利
用
推
進
標
語
の
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
全
部
で　

点
（　

人
）
の

３２

２４

応
募
が
あ
り
、
投
票
の
結
果
、
梅
木

勝
子
さ
ん
の
「
昔
は
ね
、
み
ん
な
が

持
っ
て
た
マ
イ
バ
ッ
グ
」
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

レ
ジ
袋
の
使
用
を
削
減
し
、
さ
ら

な
る
ご
み
減
量
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
お
買
い
物
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
は
、
清
掃
課
で
１
個

３
０
０
円
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、

市
内
各
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
消
費
者
団

体
連
絡
会
事
務
局
（
産
業
生
活
課
）

　

市
内
の
ご
み
を
焼
却
し
て
い
る
多

摩
川
衛
生
組
合
で
、
報
告
書
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

多
摩
川
衛
生
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp://w
w
w
4.ocn.ne.jp/

̃tam
agaw

a/

）か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
で
会
社
な
ど

２０

６０

を
退
職
す
る
方
は
、
国
民
年
金
第
２

号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
加
入
者
）

か
ら
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
変
更（
加
入
）
手
続
き

を
保
険
年
金
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
退
職
後
、
厚
生
年
金
保

険
の
被
保
険
者
ま
た
は
共
済
組
合
加

入
員
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
る
方
は
、

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
の
で
、
配
偶
者
の
勤
務
先
を

通
じ
て
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２ （
３
６
１
）１
０
１

１
　

現
況
届
の
は
が
き
は
、
年
金
を
受

け
る
権
利
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
誕
生
月
に
社
会
保
険
庁
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵
送
し

て
い
ま
す
。

　

郵
送
さ
れ
た
現
況
届
に
必
要
事
項

（
住
所
・
氏
名
）
を
記
入
の
う
え
、

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
、
社
会
保
険

庁
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
必
ず

到
着
す
る
よ
う
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

も
し
、
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
ま

す
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
停
止

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
さ
れ
る
現
況
届
に
は
、

個
人
情
報
保
護
を
目
的
と
し
た
目
隠

し
シ
ー
ル
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
社
会
保
険
庁
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
へ
提
出
す
る
際
に
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
窓
口

（
全
国
の
銀
行
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
や
口
座
振
替
以

外
に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

で
も
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
金
融
機
関
と
モ
バ
イ

ル
バ
ン
キ
ン
グ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
の
契
約
を
し
て
い
れ
ば
、

お
手
元
に
納
付
書
を
準
備
す
る
だ
け

で
、
金
融
機
関
等
に
行
か
ず
に
保
険

料
が
納
付
で
き
ま
す
。

　

モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
の
詳
し

い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
融
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２ （
３
６
１
）１
０
１

１

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
る

場
合
は
、
毎
年
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、

１８

申
請
書
の
提
出
を
省
略
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
度
、
全

額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
の
承
認
を
受
け
、
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
い
て
、
免
除
の
申
請
を
希
望

す
る
方
で
す
（
失
業
ま
た
は
災
害
を

事
由
と
す
る
特
例
承
認
は
除
く
）。

　

た
だ
し
、
毎
年
全
額
免
除
や
納
付

猶
予
に
該
当
す
る
か
要
件
審
査
を
行

い
、
審
査
の
結
果
、
却
下
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２ （
３
６
１
）１
０
１

１〔
日
時
〕
平
成　

年
２
月　

日
�
午

１８

１０

後
１
時　

分
か
ら

３０

〔
会
場
〕
都
庁
特
別
会
議
室

※
事
前
抽
選
に
よ
り　

人
ま
で
傍
聴

１５

可
。
審
議
案
件
の
照
会
は
、
都
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.m
etro

.tokyo.jp

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
平
成　

年
１
月　

１８

２０

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
１
６

３
―
８
０
０
１
東
京
都
都
市
整
備
局

都
市
計
画
課
�
（
５
３
８
８
）
３
２

２
５
へ
。

�
第
１
７
２
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

�

�

�

�

������������������������

������������������������
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平
成　

年
度
狛
江
市
技
能
・
農

１７

業
功
労
者
表
彰
式
が
、　

月　

日

１１

２３

�
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

農
業
功
労
者
表
彰
の
該
当
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

〔
対
象
〕
長
年
市
内
で
技
能
の
研

さ
ん
に
励
み
、
ほ
か
の
技
能
者
の

模
範
と
認
め
ら
れ
る
方

（
写
真
前
列
右
か
ら
）

▽
佐
�
英
一
さ
ん
（
駒
井
町
三
丁

目
在
住
・
鳶
土
木
技
能
）

▽
唐
沢
明
壽
さ
ん
（
駒
井
町
三
丁

目
在
住
・
大
工
技
能
）

▽
大
久
保
義
信
さ
ん
（
中
和
泉
一

丁
目
在
住
・
管
工
事
業
技
能
）

（
写
真
後
列
右
か
ら
）

▽
北
川
幸
雄
さ
ん
（
和
泉
本
町
一

丁
目
在
住
・
理
容
技
能
）

▽
大
越
文
吾
さ
ん
（
駒
井
町
一
丁

目
在
住
・
電
気
工
事
業
技
能
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
現

況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

多
摩
川
衛
生
組
合
環
境
報
告

書
２
０
０
５
が
で
き
ま
し
た

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



��

　

狛
江
駅
北
口
地
下
駐
車
場
（
ち

か
ち
ゅ
ー
）
で
は
、
回
数
券
（
２

０
０
円
券
）
を
新
型
の
券
に
お
取

り
換
え
し
て
い
ま
す
。
回
数
券
を

お
持
ち
の
方
は
早
め
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

〔
取
換
期
間
〕　

月　

日
�
ま
で

１２

３１

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
・
駐
車
サ
ー

ビ
ス
券
を
販
売
中

■
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

▽
３
�
０
０
０
円
カ
ー
ド
（
３
�

４
０
０
円
相
当
分
）

▽
５
�
０
０
０
円
カ
ー
ド
（
６
�

０
０
０
円
相
当
分
）

■
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券

▽
１
�
０
０
０
円
（
１
０
０
円
券

　

枚
つ
づ
り
）

１１〔
取
り
換
え
・
販
売
場
所
〕
狛
江

駅
北
口
地
下
駐
車
場
管
理
人
室

（
小
田
急
Ｏ
Ｘ
で
は
取
り
扱
っ
て

い
ま
せ
ん
）

※
平
成　

年
１
月
１
日
�
も
通
常

１８

ど
お
り
営
業
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課
ま
た
は

狛
江
駅
北
口
地
下
駐
車
場
管
理
人

室
�
（
３
４
８
８
）
７
７
８
５

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

　

６
月
１
日
に
「
狛
江
市
住
民
基

本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
に

関
す
る
規
則
」
を
制
定
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
保
護
す

る
と
と
も
に
不
当
な
閲
覧
請
求
の

抑
止
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
の
個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
意

識
の
高
ま
り
や
社
会
情
勢
の
変
化

な
ど
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
法
の

「
不
当
な
目
的
で
の
閲
覧
請
求
」

を
よ
り
制
限
し
、
不
当
な
目
的
に

使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

な
ど
に
は
閲
覧
の
請
求
を
拒
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。

■
閲
覧
請
求
が
で
き
な
い
も
の

▽
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
そ
の
他
こ

れ
に
類
似
す
る
も
の
の
送
付
を
目

的
と
す
る
も
の

▽
戸
別
訪
問
を
目
的
と
す
る
も
の

▽
閲
覧
に
よ
り
知
り
得
た
事
項
に

よ
り
名
簿
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

も
の
を
作
成
し
、
こ
れ
を
頒
布
し
、

ま
た
は
販
売
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の

■
閲
覧
請
求
が
で
き
る
も
の

▽
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職

員
が
職
務
上
行
う
請
求

▽
報
道
機
関
が
報
道
の
用
に
供
す

る
た
め
に
行
う
請
求

▽
大
学
な
ど
の
学
術
研
究
機
関
等

が
学
術
研
究
の
用
に
供
す
る
た
め

に
行
う
公
益
上
必
要
と
認
め
ら
れ

る
請
求

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

�

�
�
�
�
�
�
�
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会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

は
国
民
年
金
の
手
続
き
を
お

忘
れ
な
く

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

で
も
国
民
年
金
保
険
料
が
納

め
ら
れ
ま
す

平
成　

年
度
か
ら
国
民
年
金

１８

保
険
料
の
免
除
申
請
が
簡
略

化
さ
れ
ま
す

 「
昔
は
ね
、
み
ん
な
が
持
っ

て
た
マ
イ
バ
ッ
グ
」
〜
お
買

い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

お
忘
れ
な
く
〜
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　平成１６年度の決算がまとまり、 ９月開催の市議
会第３回定例会に提出しました。
　１６年度の主な事業は表のとおりで、各会計決算
の概況は次のとおりです。

■一般会計
　歳入歳出決算額の内訳は、表（各会計決算の状
況）および図（一般会計決算の状況）のとおりで、歳
入決算額は、２４２億６，１６０万円となりました。これ
を前年度と比較すると、１３億９，８６８万円（６．１％）の
増となっています。歳入の主なものは市税が最も
多く、全体の４３．７％を占め、次いで、市債、都支出金、
国庫支出金の順になっています。
　また、歳出決算額は２３５億９，４４３万円で、前年度
と比較して１３億４５１万円（５．９％）の増となり、民生
費が３２．４％を占めて一番多く、次いで公債費、総務
費、教育費の順になっています。

■特別会計
　各特別会計の歳入歳出決算額は、表（各会計決算
の状況）のとおりです。
　特別会計全体の決算額は、歳入が１７３億２，４５５万
円、歳出が１７６億９０８万円となっています。歳出で
介護保険が１２．８％、国民健康保険が９．３％、老人保
健医療が１．９％の増となっており、公共下水道が
２．０％、駐車場事業が９．８％、受託水道事業が
１１．５％の減となっています。
〔問い合わせ〕企画経営室

事 業 名施策名
道路新設改良費市 街 地 の

道 路 基 盤

づ く り

調布都市計画道路３・４・４号線整備費（第一工区）
調布都市計画道路３・４・１６号線整備費（岩戸北）
都市計画審議会関係費計 画 的 な

土 地 利 用 協働まちづくり関係費
環境学習

水 と 緑 の

環 境 づ く り

生け垣造成補助
都市公園維持管理費
前原公園整備費
交通安全施設整備費安 全 で 便

利 な 生 活

環 境

づ く り

放置自転車一斉一掃事業
消防施設整備費
災害対策関係費
水辺の楽校推進

循 環 型

社 会

づ く り

ごみ減量対策費
雨水浸透ます設置（公共下水道）
配水設備整備費（上水道）
健康診査

健 康 な

生活環境の

基盤づくり

定期予防接種
健康増進
休日診療所等関係費
福祉サービス総合支援事業豊 か な

福 祉 環 境

づ く り

介護保険導入に伴う一部負担軽減
地域福祉推進事業補助
福祉バス運行事業誰もが安心し

て生き生きと

暮らせる福祉

の 展 開

高齢者給食サービス
乳幼児医療費助成
ファミリーサポート事業費
教育研究所関係費

生 涯 学 習

環境づくり

統廃合関係費
こまえ市民大学
市民健康レクリエーション
ふるさと交流推進事業関係費
古民家園管理運営費ふ れあい の

文化・コミュニ
テ ィ 環 境
づ く り

コミュニティ活動活性化助成
ＮＰＯ情報誌関係費
国際化推進互いに知り認

め あう 環 境
づ く り 男女平等施策推進

勤労者互助会関係費
地 域 産 業

の 振 興

農業振興関係費
市民農園関係費
新・元気を出せ！商店街事業費補助
消費経済対策費市民の消費生活

主 な 事 業

 歳                 出           歳               　入　　　区分

会計名
対前年度　増△減

決   算   額
対前年度　増△減

決   算   額
    率金       額率金       額

５.９１３億   ４５１２３５億９,４４３６.１１３億９,８６８２４２億６,１６０一 般 会 計

５.３８億８,１９５１７６億   ９０８５.３８億７,９４８１７３億２,４５５特 別 会 計 合 計

９.３５億５,８７２６５億６,０８７８.８５億 　２５６１億８,３３１国民健康保険特別会計

１.９１億   ３００５５億３,９５８３.９２億　９４３５５億３,９３０老人保健医療特別会計

１２.８３億４,８３８３０億７,１４５９.９２億７,９２０３１億１,２７０介 護 保 険 特 別 会 計

△２.０△３,３９７１７億   ２８７△０.９△１,５２２１７億５,４９３公共下水道特別会計

△９.８△７６０６,９７４△９.８△７６０６,９７４駐車場事業特別会計

△１１.５△８,６５８６億６,４５７△１１.５△８,６５８６億６,４５７受託水道事業特別会計

５.６２１億８,６４６４１２億　３５１５.８２２億７,８１６４１５億８,６１５合　　計

各会計決算の状況 （単位：万円、％）

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
の
新
し

１８

い
○親
 

医
療
証
は
、
今
月
下
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
１
月
１
日
以
降
に
診
療

を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
○親
 

医
療
証
と
健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医

療
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
有
効
期
間
の
過
ぎ
た
○親
 

医
療
証

は
、
保
険
年
金
課
へ
ご
返
却
く
だ
さ

い
（
郵
送
可
）。

〔
交
付
さ
れ
る
方
〕
有
効
期
間
が　
１２

月　

日
ま
で
の
○親
 

医
療
証
を
お
持
ち

３１
で
、
平
成　

年
中
の
所
得
が
別
表
の

１６

所
得
制
限
基
準
額
未
満
の
方
で
す
。

た
だ
し
、
現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
、

提
出
後
の
交
付
に
な
り
ま
す

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制

度
と
は

　
　

歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
の
児

１８
童
（
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
の

場
合
は　

歳
到
達
前
ま
で
）
が
、
次

２０

の
受
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
、
そ
の
児
童
と
父
ま
た
は
母

ま
た
は
養
育
者
（
父
母
以
外
の
方
が

養
育
し
て
い
る
と
き
）
の
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

〔
受
給
要
件
〕
▽
父
母
が
離
婚
し
た

児
童
▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児

童
▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

を
有
す
る
児
童
▽
父
ま
た
は
母
が
生

死
不
明
で
あ
る
児
童
▽
父
ま
た
は
母

に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
▽
母
が

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
父
か
ら

援
助
さ
れ
て
い
な
い
児
童

※
こ
の
ほ
か
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、

健
康
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
平
成

　

年
中
の
世
帯
の
所
得
が
下
表
の
所

１６得
制
限
基
準
額
未
満
で
あ
る
こ
と
も

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
単
身
の
異
性
が
同
住
所
地
に
居
住

し
て
い
る
場
合
（
た
だ
し
、
単
身
の

異
性
が
、
直
系
血
族
お
よ
び
兄
弟
姉

妹
等
扶
養
義
務
者
に
あ
た
る
場
合
を

除
く
）
や
離
婚
は
成
立
し
た
が
、
元

配
偶
者
が
同
住
所
地
に
居
住
し
て
い

る
場
合
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
と
し
て

認
定
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

〔
申
請
に
必
要
な
も
の
〕
▽
健
康
保

険
証
▽
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も

の
）
▽
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
交
付

さ
れ
て
い
る
方
）
▽
平
成　

年
１
月

１７

１
日
の
住
所
地
の
区
市
町
村
長
が
発

行
し
た
「
平
成　

年
度
住
民
税
課
税

１７

証
明
書
（
総
所
得
額
・
控
除
額
・
扶

養
人
数
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
）」（
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
市

１７

内
に
転
入
し
た
方
）

※
各
要
件
に
よ
り
異
な
っ
た
添
付
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

�

�

�

�

�

�

�

�
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 ■所得制限基準額
※所得から控除できるもの
 １． 雑損
 ２． 医療費
 ３． 障害者・特別障害者
 ４． 社会保険料
  （一律８０,０００円）
 ５． 小規模企業共済等掛金
 ６． 老年者
 ７． 寡婦（夫）・特別寡婦
  （父・母を除く）
 ８． 配偶者特別
 ９． 勤労学生

扶養義務者申請者本人扶養者
の数

２,３６０,０００円１,９２０,０００円０人

２,７４０,０００円２,３００,０００円１人

３,１２０,０００円２,６８０,０００円２人

３,５００,０００円３,０６０,０００円３人

３,８８０,０００円３,４４０,０００円４人

※扶養義務者とは、申請者と同居している直系血族（祖父母・
父母・子・孫）・兄弟姉妹のことです。

　市民の皆さんに市の財政状況を分かりやすく、充実した内容
で紹介するために、「財政のあらまし（平成１６年度決算）」を発行
しました。
　財政指標も参考資料を充実させ、新たな財務諸表としてのバ
ランスシート、行政コスト計算書も掲載しています。
　企画経営室で１部８０円で販売しています。また、市ホームペー
ジからもダウンロードできます。
〔問い合わせ〕企画経営室

「財政のあらまし（平成１６年度決算）」を発行しました
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　市の財政の実態を、市民の皆さんに広く正しく理解していただ
くため、年２回（６月と１２月）財政状況をお知らせしています。
　今回は、平成１７年度上半期（平成１７年９月３０日現在）の財政状
況についてお知らせします。
■一般会計
　１７年度の当初予算額は２１２億７，６００万円でしたが、その後３回の
補正により３億４９５万円を増額して、繰越事業分の３，９９４万円を含
めた予算現額は２１６億２，０８９万円となっています。
　これを歳入と歳出に分けると、その内訳は表（各会計予算の執行
状況）および図（一般会計予算執行済額の内訳）のとおりです。
　収入済額は１０１億４，０１１万円で、予算現額に対し４６．９％の収入
率になっています。収入の主なものは、市税が最も多く、収入済額
全体の５９．５％を占め、次いで、国庫支出金、繰越金、地方交付税の
順になっています。
　また、支出済額は８５億１１９万円で、予算現額に対し３９．３％の支
出率になっています。支出の主なものは、民生費が最も多く、支出
済額全体の３５．７％を占め、次いで、衛生費、教育費、総務費、公債費、
消防費の順になっています。
■特別会計
　１７年度の各特別会計予算の執行状況は、表（各会計予算の執行
状況）のとおりです。
〔問い合わせ〕企画経営室

　　３２２,０９０�土　地
　　１２７,８７７�建　物

基　金
４,３３２万円財政調整基金　　�
１,０６９万円減債基金　　�
１,４１７万円清掃施設建設基金　　�
１,５４９万円保健福祉施設等建設基金　　�
３０２万円都市整備事業基金　　�
９,２７９万円博物館建設基金　　�
６３２万円緑化基金　　�
２,０４８万円図書館建設基金　　�
２,０３０万円土地開発基金　　�
１万円　　現　　　金

２,０２９万円　　土　　　地
４００万円 国民健康保険高額療養費資金貸付基金　　�
４００万円　　現　　　金
０万円　　貸　付　金
５１万円国民健康保険事業運営基金　　�

１億９,４５３万円介護保険給付費準備基金　　�

市有財産

支出率収入率支 出 済 額収 入 済 額
歳入・歳出
予 算 現 額

　　 　 区 分
会 計 名　 　 　

３９.３４６.９８５億　１１９１０１億４,０１１２１６億２,０８９一 般 会 計

４０.７３４.２７６億１,０３７６３億９,５０８１８６億９,３６３特 別 会 計 合 計

４３.４３１.８３１億２,７６８２２億８,８３５７２億　５１０国民健康保険特別会計

４５.６４２.５２３億５,９６３２１億９,８５５５１億７,０３２老人保健医療特別会計

４０.９３８.０１３億１,１４８１２億１,８４２３２億　４８６介護保険特別会計

２６.３２０.５６億　５５１４億７,１８４２３億　１７３公共下水道特別会計

４７.４１２.０３,３６３８５４７,１０２駐車場事業特別会計

２３.３２８.３１億７,２４４２億　９３８７億４,０６０受託水道事業特別会計

４０.０４１.０１６１億１,１５６１６５億３,５１９４０３億１,４５２合 計

各会計予算の執行状況 （単位：万円、％）

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を　

月

１７

１２

　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。　　
　
　

３１
　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所

に
は
、　

月
か
ら
平
成　

年
１
月
に

１２

１８

か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す
の

で
、
あ
り
の
ま
ま
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

　

土
地
・
家
屋
以
外
で
事
業
（
工
場
・

事
務
所
・
店
舗
・
ア
パ
ー
ト
・
駐
車

場
等
）
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
地
方
税

法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
に
所
有
す
る
償
却

資
産
を
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
所
定

の
申
告
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成　
１８

年
１
月　

日
�
で
す
。
初
め
て
申
告

３１

す
る
方
は
、
申
告
用
紙
を
送
付
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
・
ア

パ
ー
ト
等
を
経
営
し
て
い
る
方
が
所

有
す
る
構
築
物
・
機
械
装
置
・
工
具
・

器
具
・
備
品
等
の
事
業
用
資
産
で
、

法
人
税
ま
た
は
所
得
税
で
減
価
償
却

の
対
象
と
な
る
資
産
で
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

へ
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
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�
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■償却資産の例示

課税客体資産の種類

門、塀、舗装路面、煙突、ネオン、内装、外
装、庭園、その他土地に定着する土木設
備等

構 築 物

旋盤、ボール盤、プレス機、モーター、ポン
プ、工作機械、建設機械、印刷機、ボイラー
装置、科学機械、コンベアー、医療機械、そ
の他物品の製造・加工等に使用する機械
および装置等

機械および
装 置

ボート、釣船、貨物船等船 舶

飛行機、ヘリコプター、グライダー等航 空 機

フォークリフト、構内運搬車、自転車、大型
特殊自動車、ロードローラー、ブルドーザー、
パワーショベル、タイヤローラー等（ただし、
自動車税、軽自動車税が課税されるもの
は除く）

車両および
運 搬 具

机、椅子、計算機、測定工具、検定工具、
応接セット、陳列ケース、ロッカー、医療用
機器、理容・美容機器、金庫、タイプライ
ター、自動販売機、冷蔵庫、テレビ、クー
ラー、その他各種工具および備品等

工具・器具
および備品

※アパート、駐車場等を経営している場合、土地・家屋以
外の資産（エアコン、外溝、塀、アスファルト舗装、砂利敷、
フェンス等）は、償却資産に該当します。
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広報こまえ　平成１７年（２００５年）１２月１５日　�

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
受

１８

１６

付
時
間
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
平
成　

年
６
月
生
ま
れ
の
幼
児

１６

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診

票
・
保
険
証
・
現
在
使
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ
※
対
象
者
に
は

個
別
に
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
受

１８

１２

付
時
間
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児

１４

１２

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診

票
・
目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・

保
険
証
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診

票
を
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
受

１８

１７

付
時
間
は
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
生
後
３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児

（
平
成　

年
７
月　

日
以
降
の
生
ま

１７

１８

れ
）〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票
※
生
後
３
カ
月
以
上
の
方
で
予

診
票
の
な
い
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
友
だ
ち
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月
１
日
�
午

１８

前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
〔
内

３０

３０

容
〕
す
ご
ろ
く
、
お
手
玉
、
羽
根
つ

き
、
こ
ま
、
竹
と
ん
ぼ
な
ど
昔
の
遊

び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
午
後
零
時

　

分
ご
ろ
、
猪
方
ば
や
し
保
存
会
の

３０皆
さ
ん
に
よ
る
「
お
囃
子
・
獅
子
舞
」

で
新
年
を
祝
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
む
い
か
ら
民
家
園

�
（
３
４
８
９
）
８
９
８
１
（
水
・

木
曜
日
は
休
園
で
す
）

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
か

１２

２２

ら（
な
く
な
り
次
第
終
了
）〔
会
場
〕狛

江
駅
前
緑
の
三
角
広
場
※
マ
イ
バ
ッ

グ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

寒
く
な
っ
て
気
温
が
低
下
す
る
と
、

建
物
の
北
側
な
ど
陽
が
当
た
ら
な
い

所
、
風
当
た
り
の
強
い
所
な
ど
、
屋

外
に
露
出
し
た
水
道
管
は
凍
結
に
よ

り
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
、
水
道
管

に
も
防
寒
対
策
が
必
要
で
す
。

　

水
道
管
が
直
接
外
気
に
触
れ
な
い

よ
う
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
毛
布
な

ど
の
保
温
材
を
巻
き
つ
け
て
、
そ
の

上
か
ら
ひ
も
で
固
定
し
、
保
温
材
が

濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

等
で
下
か
ら
す
き
間
の
な
い
よ
う
に

重
ね
て
巻
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
課

〔
日
時
〕
毎
月
第
４
土
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
各
種

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
・
ご
家

族
・
関
係
者
の
方

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
障
害

者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
サ
ポ
ー
ト
」 
�
（
５
４
３
８
） 
３
５

３
３
、 
�
（
３
４
３
０
） 
９
７
７
９

へ
。

　

都
内
の
私
立
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
ま
た
は
専
修
学
校
高
等
課

程（
３
年
制
課
程
）に
入
学
す
る
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
が
入
学

支
度
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
、
合
格
決
定
後
す
ぐ
入
学
す

る
学
校
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
貸
付
条
件
〕
保
護
者
が
都
内
に
居

住
し
て
い
る
こ
と 〔
貸
付
額
〕　

万
円

２０

 （
無
利
子
） 〔
返
還
方
法
〕在
学
期
間
中

に
月
賦
、
半
年
賦
等
で
学
校
に
返
還

〔
問
い
合
わ
せ
〕
入
学
を
希
望
す
る

学
校
、
�
東
京
都
私
学
財
団
�
（
５

２
０
６
）
７
９
２
６

■
古
民
家
園
の
お
正
月

■
屋
外
の
水
道
管
に
も
冬
支
度
を

■「
サ
ポ
ー
ト
」オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

催
　
し�

�

■
狛
江
産
農
産
物
直
売

お
知
ら
せ�

髪
型　

つ
づ
き

　

明
治
の
末
ご
ろ
ま
で
は
、
ち
ょ
ん

 
髷 
の
よ
う
に
髪
を
結
っ
て
い
た
お�

へ�

ま
げん

な
し

�

�

�

（
変
わ
り
者
）
の
老
人
も
、

村
の
な
か
に
い
た
そ
う
で
す
が
、
男

は
ザ
ン
ギ
リ
あ
た
ま
が
ふ
つ
う
で
し

た
。
ザ
ン
ギ
リ
に
は
少
し
長
め
に
し

て
な
で
つ
け
る
の
と
、
短
く
刈
る
イ

ガ
グ
リ
あ
た
ま
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
十
八
年
に
舶
来
刈
込
器
械
、

西
洋
バ
リ
カ
ン
が
入
り
、
明
治
二
十

四
年
ご
ろ
か
ら
は
安
価
な
和
製
バ
リ

カ
ン
が
出
ま
わ
り
ま
す
。
狛
江
な
ど

で
も
、
明
治
三
十
年
代
、
日
露
戦
争

後
に
は
、
バ
リ
カ
ン
を
自
家
用
に
置

く
家
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
貸
し
借
り
も
行
わ
れ
た
そ
う
で

す
が
、
大
正
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
は
、

多
く
の
家
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
子
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

丸
刈
り
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
年
の
小
田
急
線
開
通
後
、
移

住
者
が
増
え
る
と
、
坊
ち
ゃ
ん
刈
り

の
子
ど
も
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
坊
主
あ
た
ま
が
大
勢
を
し

め
て
い
ま
す
。
親
や
年
寄
り
が
縁
側

な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
の
頭
髪
を
バ

リ
カ
ン
で
刈
っ
て
い
る
光
景
は
、
日

常
の
暮
ら
し
の
ひ
と
こ
ま
で
し
た
。

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
男
衆
の
髪
も

上
手
に
刈
っ
て
い
た
と
い
う
主
婦
も

あ
り
ま
す
。
バ
リ
カ
ン
以
前
、
は
さ

み
で
刈
っ
て
い
た
こ
ろ
に
は
、
不
ぞ

ろ
い
に
な
る
の
を
ト
ラ
バ
サ
ミ
、
イ

シ
ダ
ン
と
も
。

　

戦
時
中
、
昭
和
十
年
代
に
は
大
人

の
丸
刈
り
の
傾
向
は
一
層
増
し
ま
す

が
、
そ
ん
な
中
で
も
小
学
校
の
先
生

や
役
場
の
職
員
な
ど
に
は
七
三
に
分

け
る
髪
型
が
、
そ
し
て
職
人
を
中
心

に
角
刈
り
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
の
子
は
小
学
校
二
、
三
年
を
過

ぎ
る
と
、
お
嫁
さ
ん
に
な
る
と
き
に

は
島
田
を
結
う
ん
だ
か
ら
、
髪
の
毛

を
の
ば
す
の
だ
よ
、
と
母
や
祖
母
な

ど
に
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
わ
た
し
ら
、髪
を
長
く
し
て
お
い

て
、
娘
の
こ
ろ
は
ヒ
ッ
ツ
メ
に
ま
と

め
て
お
い
て
ね
、
島
田
を
結
う
の
も

み
ん
な 
自
毛 
。
今
み
た
い
に
、
か
つ

じ
げ

ら
な
ん
か
な
か
っ
た
か
ら
」。

　

結
婚
し
て
か
ら
は
、
正
月
や
お
祭

り
な
ど
モ
ノ
ビ
に
は
、
丸
髷
に
し
ま

し
た
。髪
結
い
さ
ん
に
行
っ
た
り
、近

所
の
器
用
な
お
ば
さ
ん
な
ど
に
結
っ

て
も
ら
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
母

親
が
銀
行
町（
狛
江
銀
座
）で
大
正
の

半
ば
ご
ろ
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
し

ば
ら
く
の
間
、
髪
結
い
を
し
て
い
た

と
い
う
人
（
明
治　

年
生
）
か
ら
、

３１

次
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。

「
ご
祝
儀
が
あ
る
と
ね
、
丸
髷
に
で

も
結
お
う
か
な
ん
て
。
結
う
た
っ
て
、

さ
わ
ぎ
で
す
よ
。
髷
の
と
こ
に
掛
け

る
き
れ
、 
手
絡 
が
い
る
し
、
か
も
じ

て
が
ら

や
付
け
毛
買
う
ん
だ
な
ん
て
、
け
っ

こ
う
か
か
る
ん
で
す
よ
ね
。
わ
た
し

も
丸
髷
に
二
回
ぐ
ら
い
、
お
っ
母
さ

ん
に
結
っ
て
も
ら
っ
た
か
し
ら
。
あ

と
は
子
ど
も
が
次
々
に
で
き
る
し
、

あ
た
ま
ど
こ
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
ぇ
」。

　

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
は
、
丸
髷
に

結
う
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
洋

髪
の
流
れ
を
く
む
手
軽
な 
束
髪 
が
、

そ
く
は
つ

大
正
か
ら
昭
和
へ
と
、
主
婦
の
ふ
だ

ん
の
髪
型
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
人
た
ち
の

記
憶
の
中
の
髪
型
は
、
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
二
百
三
高
地
、
見
た
こ
と
も

あ
る
行
方
不
明
、
耳
か
く
し
等
々
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１４３－

■
３
歳
児
健
康
診
査

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

�

�

�

�

�������������������������������

�������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
私
立
高
等
学
校
等
入
学
支
度
金
の

貸
し
付
け（
平
成　

年
度
入
学
者
分
）

１８

�

�

�

�

�

�

�

��

�

�
�

�

�

�

�

�

�

�

　

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
が
例
年
よ
り
早
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
通
常
の
風

邪
と
違
い
全
身
症
状
が
強
く
重
症

化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

ま
し
ょ
う
。
完
全
に
予
防
は
で
き

ま
せ
ん
が
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、
年
内
に
接
種
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

　
　

歳
以
上
の
方
・　

か
ら　

歳

６５

６０

６４

ま
で
で
心
臓
、 腎
臓
、呼
吸
器
な
ど

の
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

は
公
費
負
担
の
接
種
が
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３

４
８
８
）
１
１
８
１

�流行時は人混みはさけ
ましょう

�外出時にはマスクを利
用し、帰宅時にはうがい、
手洗いを忘れずにしま
しょう

�室内では加湿器などを
使って、適度な湿度を保
ちましょう

�日ごろからバランスよ
く栄養をとりましょう

�疲労や睡眠不足には注
意しましょう

�������

�����



�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）１２月１５日

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
・

１８

１９

　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
４
時
〔
会

２６

３０

場
〕調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り〔
内

容
・
講
師
〕
▽　

日
�
「
ブ
ロ
ッ
コ

１９

リ
ー
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
見
て
み
よ
う
」
佐

藤
典
子
さ
ん
（
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
所
主
任
研
究
員
）
▽　
２６

日
�
「
こ
の
大
豆
は
遺
伝
子
組
み
換

え
食
品
？
」
沢
木
佐
重
子
さ
ん
（
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術
教
育
研
究
会
代

表
）〔
定
員
〕
各
回
先
着
９
人
〔
持
ち

物
〕
筆
記
用
具
・
タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ

ン
※
い
ず
れ
か
１
日
の
み
の
参
加
も

可
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時
か
ら

１２

２５

〔
定
員
〕先
着　

人〔
講
師
〕田
中
芙
美

２０

子
さ
ん
〔
参
加
費
〕
２
�
０
０
０
円

〔
持
ち
物
〕
花
ば
さ
み
・
手
拭
き
タ
オ

ル
・
新
聞
紙
・
手
提
げ
紙
袋（
大
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１６

�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０
へ
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
・　

１８

１４

２８

日
・
２
月
４
日
・　

日
・
３
月　

日
・

２５

１１

　

日
（
毎
回
土
曜
日
・
全
６
回
）
午

２５前　

時
〜
午
後
１
時
※
４
回
以
上
参

１０
加
で
き
る
方
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ

セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在

勤
者
〔
定
員
〕
５
人
程
度

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
障
害

者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
サ
ポ
ー
ト
」
�
（
５
４
３
８
）
３

５
３
３
、
�
（
３
４
３
０
）
９
７
７

９
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
・　

日
・
平
成

１２

２０

２７

　

年
１
月　

日
・　

日
（
各
火
曜
日
）

１８

１７

２４

午
前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と

１０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
幼
児
の
保

護
者

〔
問
い
合
わ
せ
〕
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
狛
江
�
（
５
４
９
７
）
７

７
８
６

〔
日
時
〕
平
成　

年
２
月
６
日
�
午

１８

後
２
時
〜
３
時　

分
〔
会
場
〕
府
中

３０

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
〔
講
師
〕
平
野
啓

子
さ
ん
（
語
り
部
）〔
定
員
〕
４
５
０

人
（
多
数
抽
選
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
ま
で
に
（
消
印
有
効
）
往
復

１０は
が
き
の
往
信
裏
面
に
、
講
演
会
聴

講
希
望
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
、
返
信
表
面
に
も
住
所
・

氏
名
を
記
入
の
う
え
、
〒
１
８
３
―

０
０
５
６
府
中
市
寿
町
１
―
５
―
１

府
中
市
役
所
多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー
�

０
４
２
（
３
３
５
）
０
１
０
０
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７
時
か

１２

２２

ら
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
絹
山
�
（
３
４
８

０
）
６
７
９
２

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
午

１８

２２

前
９
時
か
ら
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
・
在
ク
ラ
ブ
の
方
〔
試

合
方
法
〕
予
選
リ
ー
グ
後
、
同
順
位

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
〔
参
加
費
〕
１
組

１
�
５
０
０
円
（
申
し
込
み
時
に
持

参
）〔
定
員
〕
先
着　

組
２４

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
に
上
和
泉

１６

２２

地
域
セ
ン
タ
ー
窓
口
�（
３
４
８
９
）

９
１
０
１
へ
（
申
込
書
は
窓
口
に
あ

り
ま
す
）。

〔
日
程
〕平
成　

年
１
月　

日
�〔
会

１８

１５

場
〕
市
民
総
合
体
育
館
〔
種
目
〕
混

合
ダ
ブ
ル
ス
１
〜
３
部
、
壮
年
の
部

（　

歳
以
上
）〔
対
象
〕
市
内
在
住
・

４５
在
学
・
在
勤
者

ま
た
は
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会

登
録
会
員
〔
参

加
費
〕
１
ペ
ア

２
�
４
０
０
円
（
会
員
２
�
０
０
０

円
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
申
し

込
み
用
紙
を
平
成　

年
１
月
３
日
�

１８

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
０
１
―
０
０

０
３
和
泉
本
町
３
―　

―
５
押
見
�

１３

（
３
４
８
９
）
２
０
３
０
へ
。

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕　１９

日
�
▽
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　
１５

分
か
ら
▽
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
４５

か
ら
〔
手
話
〕
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ

〔
絵
本
〕
く
り
す
ま
す
の
お
は
な
し

〔
紙
芝
居
〕
こ
う
さ
ぎ
ま
し
ろ
の
お

は
な
し
〔
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
〕
て
ぶ

く
ろ
※
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

■
子
育
て
談
話
室

■
視
覚
障
が
い
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講

師
養
成
講
座

■
講
演
会
「
語
り
は
心
の
絵
画
〜
語

り
伝
え
る
大
切
さ
〜
」

■「
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
バ
イ
オ
の

世
界
」
〜
簡
単
な
バ
イ
オ
の
実
験
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜
平
成　

年
１７

度
調
布
市
・
狛
江
市
・
東
京
都
多
摩

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
共
催
商
品
テ
ス

ト
講
座

ス
ポ
ー
ツ�

図
書
館�

�

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
タ
ス
ケ
」　

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
４
時

１２

２１

か
ら
〔
対
象
〕
小
学
生
※
１
・
２

年
生
、
３
・
４
年
生
、
５
・
６
年

生
の
学
年
別
で
行
い
ま
す
。

■
タ
ス
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ

プ　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
４

１２

２１

時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小
中
学
生
・

高
校
生

■
園
庭
開
放　

在
園
児
と
一
緒
に

遊
び
ま
せ
ん
か
。
手
あ
そ
び
や
リ

ズ
ム
ゆ
う
ぎ
等
も
行
い
ま
す
。
子

育
て
の
悩
み
、
離

乳
食
等
、
何
で
も

ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午

１２

２２

前　

時
〜　

時
（
雨
天
中
止
）

１０

１１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

���������������������������������������������������������������������������������������������������

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

「
お
正
月
の
花
」

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

セ
ミ
ナ
ー�

■　

月
の
ご
み
量
が
ま
と
ま
り

１０
ま
し
た

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
平
成　

年　

月
と
比
較

１６

１０

し
て　

％
の
減
量
と
な
り
ま
し

２３

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
ご
み
の
分
別

と
減
量
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
の
収
集
時
間

　

ご
み
の
収
集
は
、
出
さ
れ
て

い
る
ご
み
の
量
や
道
路
状
況
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
収
集
時

間
が
変
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
の
収
集
に
出
す
場
合
は
、
収

集
日
の
当
日
午
前
８
時
ま
で
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
紙
は
種
類
に
よ
っ
て

収
集
車
が
違
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
収
集
時
間
に
ず
れ
が
あ
り

ま
す
。

■
年
末
の
大
そ
う
じ
の
一
工
夫

　

こ
の
時
期
は
ご
み
が
多
く
な

り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

▽
お
菓
子
の
箱
や
メ
モ
用
紙
な

ど
の
小
さ
い
紙
を
資
源
と
し
て

出
す
。

▽
ト
レ
イ
を
ス
ー
パ
ー
に
返
す

（
返
せ
る
も
の
の
種
類
は
各

ス
ー
パ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）。

▽
詰
め
替
え
用
品
を
買
う
。

▽
い
ら
な
い
も
の
（
レ
ジ
袋
や

包
装
な
ど
）
は
断
る
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

第
７
回

第
７
回　

前
年
度
比

％
の
減
量
と
な
り
ま
し
た

前
年
度
比　

％
の
減
量
と
な
り
ま
し
た

２３２３

　

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

は
、市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
発
意
を
提
案
す
る
手
段

と
し
て「
テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り

活
動
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
し
、個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
つ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
特
定
の
テ
ー
マ
（
緑
の
保
全
、

歩
行
環
境
、
景
観
形
成
等
）
を
自

由
に
決
め
、そ
れ
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
等
を
行
い
、
市
に
対
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案

を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

提
出
さ
れ
た
提
案
に
対
し
、市

は
見
解
を
公
表
し
ま
す
。そ
の
際
、

そ
の
提
案
が
市
に
必
要
な
こ
と
、

か
つ
可
能
な
こ
と
で
あ
れ
ば
市

は
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、協
議
会
は
支
援
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。支
援
を
希

望
す
る
団
体
は
募
集
期
間
中
に

申
請
を
し
、狛
江
市
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
に
よ
る
公
開
審
査
を
経

て
支
援
を
受
け
ま
す
。審
査
は
コ

ン
ペ
形
式
で
、活
動
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
い
ま
す
。支
援
を
受
け

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
協
議
会
は

年
度
末
に
活
動
内
容
の
発
表
会

を
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
は
２
団
体
が

１６

応
募
し
、支
援
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成　

年
度
も
引
き
続
き
支

１７

援
対
象
と
な
り
、平
成　

年
３
月

１８

に
活
動
の
発
表
会
を
行
う
予
定

で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

■
狛
江
駅
北
口
・
市
民
の
会
（
景
観

デ
ザ
イ
ン
等
分
科
会
）

■
狛
江
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
春
初
打

ち
大
会

■
第　

回
狛
江
レ
デ
ィ
ー
ス
ダ
ブ
ル

１０

ス
卓
球
大
会

　
　

月
４
日
�
に
狛
江
市
消
防
団

１２
（
鈴
木
一
光
団
長
）
が
山
梨
県
小

菅
村
へ
あ
じ
さ
い
を
１
�
０
０
０

株
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

狛
江
市
消
防
団
は
、
幹
部
研
修

を
小
菅
村
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
生
ま
れ
た
交
流
を
通
し
、
現

在
小
菅
村
が
推
進
し
て
い
る
「
花

と
緑
の
郷
づ
く
り
」
事
業
の
一
助

に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
、
記
念
碑

と
と
も
に
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�小菅村消防団の方々と植樹しました



広報こまえ　平成１７年（２００５年）１２月１５日　�

　

平
成　

年
度
か
ら
発
生
し
始
め
た

１４

不
当
（
架
空
）
請
求
は
、
平
成　

年
１６

度
の
相
談
件
数
８
５
６
件
の
う
ち
４

２
７
件
と
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。 　

市
で
は
相
談
日
の
拡
充
を
図
る
な

ど
対
応
を
行
い
、
そ
の
結
果
平
成　
１７

年
に
入
り
、
不
当 （
架
空
）
請
求
の
相

談
は
多
少
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
、
埼
玉
県
富
士
見

１７

市
の
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
が
認
知

症
の
高
齢
者
姉
妹
に
高
額
な
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
契
約
さ
せ
た
事
件

が
社
会
的
に
問
題
化
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
や
判
断
が
十
分
に
で
き
な

い
（
身
体
・
精
神
の
障
害
や
加
齢
に

よ
る
障
害
な
ど
何
ら
か
の
理
由
に
よ

り
十
分
な
判
断
が
で
き
な
い
人
）
に

契
約
を

迫
る
販

売
手
口

が
増
え

て
い
る

こ
と
に

注
意
し

な
け
れ

ば
な
り

ま
せ
ん
。

〔
相
談
件
数
の
推
移
〕
市
で
も
高
齢

者
の
相
談
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 　

歳
代
の
方
の
相
談
が
前
年
度
の
約

６０２
倍
、　

歳
以
上
の
方
の
相
談
が
約

７０

１
・
８
倍
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

〔
相
談
内
容
〕　

歳
代
は
ク
レ
ジ
ッ

６０

ト
・
サ
ラ
金
や
、
商
品
先
物
・
外
国

為
替
証
拠
金
取
引
等
や
建
築
・
工
事

サ
ー
ビ
ス
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、　

歳
以
上
の
方
は
、
新
聞
契

７０

約
、
建
築
、
工
事
サ
ー
ビ
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

〔
高
齢
者
契
約
の
特
徴
〕
▽
契
約
金

額
が
高
額
で
あ
る
▽
一
度
契
約
し
た

業
者
と
二
度
三
度
と
た
び
た
び
契
約

さ
せ
る
「
次
々
販
売
」
と
い
わ
れ
る

手
口
が
多
く
見
ら
れ
る

※　

か
ら　

歳
代
ま
で
の
高
齢
者
以

２０

５０

外
の
方
も
、
融
資
保
証
金
詐
欺
（
融

資
す
る
と
は
が
き
等
で
勧
誘
し
、
保

証
金
等
を
振
り
込
み
さ
せ
る
詐
欺
）

や
多
重
債
務
の
相
談
が
目
立
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

急
増
す
る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

４
月
か
ら
月
・
木
曜
日
の
相
談
員
を

２
人
に
増
員
し
て
拡
充
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
啓
発
事
業
と
し
て
次

の
よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽「
悪
質
商
法
等
の
情
報
掲
示
板
」と

い
う
ポ
ス
タ
ー
・
ち
ら
し
を
掲
示
・

配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
老
人
会
な
ど
へ
の
消
費
生
活
出
前

講
座
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
消
費
生
活
相
談
の
概
要
と
事
例
集

を
ま
と
め
た
啓
発
冊
子
を
産
業
生
活

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
消
費
生
活
に
関
す
る
啓
発
ビ
デ
オ

の
無
料
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ま
ず
消

費
者
自
身
が
契
約
に
際
し
て
慎
重
に

な
る
こ
と
、
う
ま
い
話
に
乗
ら
な
い

こ
と
、「
お
か
し
い
」・「
い
ら
な
い
」と

思
っ
た
ら
「
お
断
り
し
ま
す
」
と
断

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

左
表
の
悪
質
商
法
一
覧
を
よ
く
お

読
み
に
な
り
、

載
っ
て
い
る

よ
う
な
場
面

に
遭
遇
し
た

場
合
に
は
十

分
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

　

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
等
、
不
意

打
ち
で
必
要
の
な
い
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
な
ど
の
場
合
に
、
一
定
の
条

件
の
も
と
で
消
費
者
か
ら
一
方
的
に

契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

▽
条
件

�
営
業
所
以
外
の
場
所
で
の
取
り
引

き
で
あ
る
こ
と

�
法
令
で
指
定
さ
れ
て
い
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と

�
契
約
金
額
３
�
０
０
０
円
以
上
で

あ
る
こ
と

※
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
語
学
教
室
・

家
庭
教
師
・
学
習
塾
・
結
婚
情
報
サ
ー

ビ
ス
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
の
場
合
は

自
ら
出
向
い
て
契
約
し
て
も
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

▽
注
意
事
項
と
効
果

�
簡
易
書
留
で
左
の
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
記
載
例
の
よ
う
に
書
い
て
通
知

し
ま
し
ょ
う
（
必
ず
コ
ピ
ー
を
と
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
）。

�
す
で
に
支
払
っ
た
代
金
が
あ
れ
ば

業
者
か
ら
返
金
し
て
も
ら
う
こ
と
が

可
能
で
す
。

�
受
け
取
っ
た
商
品
は
業
者
の
負
担

で
引
き
取
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

�
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
妨
害
が
あ
っ

た
時
、
平
成　

年　

月
の
法
改
正
に

１６

１１

よ
り
、
８
日
を
過
ぎ
て
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

■
市
の
消
費
生
活
相
談

〔
日
時
〕
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま

１０

で
（
受
け
付
け
は
３
時
ま
で
）

〔
会
場
〕
産
業
生
活
課
内
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー

〔
受
け
付
け
〕
産
業
生
活
課

〔
電
話
相
談
〕
内
線
２
２
２
９

■
脅
迫
的
な
も
の
は
調
布
警
察
署
へ

〔
連
絡
先
〕
調
布
警
察
署
生
活
安
全

課
�
０
４
２
４
（　

）
０
１
１
０

８８

■
架
空
請
求
専
門
相
談

〔
東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー
〕
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

�
（
３
２
３
５
）
２
４
０
０

〔
警
視
庁
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
〕
毎

週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前

８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で

３０

１５

�
（
３
５
０
１
）
０
１
１
０

■
そ
の
他
の
相
談
窓
口

〔
東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー
〕
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

�
（
３
２
３
５
）
１
１
５
５

〔
�
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
テ
レ
ホ
ン
〕
土
・

日
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
５
時
ま
で

�
（
５
７
２
９
）
３
７
１
１

〔
�
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会　

週
末
電
話
相
談
〕
土
・
日
曜
日
の
午

前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
�
（
３

１０
４
４
８
）
１
４
０
９

■悪質商法一覧表

主な勧誘の手口・特徴と問題点主な商品・
サービス名　称

「抽選に当たったので景品を取りに来て」「特別モニターに選ばれ
た」などと有利な条件を強調して電話で呼び出し、商品やサービス
を契約させる。

アクセサリー、
複合サービス会
員、絵画

アポイン
トメント
セールス

駅や繁華街の路上でアンケート調査などと称して呼び止め、喫茶
店や営業所に連れて行き、契約に応じない限り帰れない雰囲気に
して、商品やサービスを売りつける。

化粧品、美顔器、
エステ、絵画、映
画鑑賞券

キャッ
チセー
ルス

迷惑メールやショートメッセージメールに添付されたURL（ホームページ
アドレス）をクリックすると突然、「登録されました」と表示され、不当な料
金を請求される。バナー広告（ホームページ上の企業広告をクリックする
と、自動的に広告主のサイトに入るというもの）や無料サイトなどにアクセ
スして、いきなり入会したことになるケースもある。携帯電話だけでなくパ
ソコンでも同様のことが起こる。

金銭（情報料）
ワ ン ク
リック詐
欺不当
請求

「くじに当たった」「新商品を紹介する」といって人を集め、閉め
切った会場で台所用品などを無料で配り、得した気分にさせ、異様
な雰囲気のなかで最後に高額な商品を売りつける。

布団類、電気治
療器、健康食品

催眠（Ｓ
Ｆ）商法

販売組織に加入し、購入した商品を知人などに売ることによって組織に
勧誘し、それぞれがさらに加入者を増やすことによってマージンが入る
とうたう商法。勧誘時のもうけ話と違って思うように売れず、多額の借金
と商品の在庫を抱えることになる。

健康食品、美顔
器、浄水器、化粧
品、ファックス

マルチ
商法

点検をするといって家に上がり、「床下の土台が腐っている」「布団
にダニがいる」「白アリの被害がある」などと不安をあおって新品
や別の商品・サービスを契約させる。

床下換気扇、布
団、浄水器、耐震
工事

点検商
法

電話で「受講すれば資格が取れる」などと執拗な勧誘をし、講座や
教材を契約させる。以前の契約者に、「資格が取得できるまで契約
は続いている」、「契約を終わらせるための契約を」といって再度別
の契約をさせる二次被害が増えている。

行政書士や旅行
業取扱主任者な
どの資格を取得
するための講座

資格商
法

出会い系サイトや電話、メールを使って出会いの機会をつくり、
デートを装って契約させる商法。異性間の感情を利用し、断りにく
い状況で商品を勧誘する。契約後は行方をくらますケースが多い。

アクセサリー、
絵画

デート商
法
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クーリング・オフ記載例


